
令和七年度 
名古屋⼤学合気道部 

秋季演武会 
 
 

本⽇は名古屋⼤学合気道部秋季演武会にご臨席いただきありがとうございます。部員⼀
同、⼼より御礼申し上げます。 
本⽇の演武会では、⽇々の稽古の成果を皆様にお⾒せできるよう、⼼を込めて演武に臨
みます。まだまだ未熟な点も多く、⾄らぬところもあるかと存じますが、部員⼀⼈ひとり
が真摯に稽古に励んできた姿をご覧いただければ幸いです。 
今後とも、名古屋⼤学合気道部へのご⽀援、ご指導のほど、よろしくお願い申し上げま
す。 
 

敬⽩ 
令和 7 年 11 ⽉ 8 ⽇ 

名古屋⼤学合気道部 
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※注意事項 
受付で申し上げました通り、道場内は⼟⾜厳禁、名⼤敷地内においてゴミ捨ては厳禁で 
す。また、飲⾷・喫煙禁⽌となっております。ご理解ご協⼒のほどよろしくお願い申し上 
げます。 
 

演武会 次第 

1. 開会の辞 

2. 主務挨拶 

3. ⼀年⽣演武: 宮崎 府川 中村 ⾼桑 吉堀 松井      

マックス セバスチャン 

4. ⼆年⽣演武: 池上 伊勢⽥ 豊⽥ 澤根 池⼝ ⼋⼦ 

5. 休憩 

6. 四年⽣演武: 櫻井 ⾼橋 ⼋⽊ ⽯⾶ 近藤 島⽥ 

7. OB⾃由演武: 遠藤 荒井 神⽥ ⼤貫 増⽥ 橋本 

⽯原 半沢 吉⽥  

8. 休憩 

9. 三年⽣演武: ⼭⽥ 村⼭ ⽯井 栗林 中⾕ 神⽥ 

野⼝ ⼤紺 ⼤⼯原 

10. 主務挨拶 

11. 閉会の辞 
 



 
 
 
 
 
 

演⽬・解説 

<座り技> 
合気道において座り技は基本中の基本といわれています。座り技での移動には膝⾏を⽤い 
ますが、膝⾏が⾃由に駆使できるようになれば⾜腰も鍛えられ、重⼼の移動にも乱れがな
くなり、⽴ち技などが容易なものとなります。 
 
<半⾝半⽴ち技> 
⽴って攻撃する相⼿を座ったまま制し投げる技を半⾝半⽴ち技といいます。⽴った相⼿を 
座ったまま⾃由に捌くため、膝⾏の機敏性と安定性の両⽅が要求されます。座り技と⽴ち
技のどちらの要素も併せ持つため、この動きの習得は合気道にとって重要な鍛錬の⼀つで
す。 
 
<⽴ち技> 
⽴ち技では、 相⼿が⽚⼿取り、両⼿取り、諸⼿取りなど⼿を取ることで中⼼を攻めてく
る、正⾯打ちのように⼿⼑で中⼼線を切ってくる、突きなどで中⼼を攻めてくるなど様々
な攻撃をしてきます。それらの攻撃を⽴って⾃由に捌き、投げ、制する技で、⾮常に多く
の技法により構成されています。⽴ち技の特徴として、相⼿の攻め⽅、⾃分の体の位置、
腕の動きなどが少し変化しただけでも、技が幾通りにも広がっていくことが挙げられま
す。 
 
<武器に関する技> 
相⼿が武器を持って攻撃してきた場合に、徒⼿または武器で相⼿を制する技です。あくま 
で徒⼿の延⻑として武器が存在するので技が特別に変化するわけではありませんが、武器 
により攻撃できる距離が⻑くなり、また威⼒も増すので、間合いの取り⽅と相⼿の制し⽅
が重要になります。 


